　１７　福祉用具貸与　
　６７　介護予防福祉用具貸与　
令和３年度介護報酬改定事項確認表
各項目の基準について確認し、チェックポイントすべてについて整備・策定済みの場合は
「整備済」に○を付けてください。
整備・策定されていない場合は、整備予定時期を記入してください。
	事業所番号
	２
	４
	
	
	
	
	
	
	
	

	事業所名称
	

	管理者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	確　認　日
	　　令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日


（令和３年４月１日から義務化）※整備・策定されていないと指定できません。
	項目
	確認内容
	整備済

	運営基準

第２０５条（第１０１条準用）
（勤務体制の確保等）
	· 職場におけるハラスメント防止のための方針の明確化等を行っている。
（チェックポイント）
・適切なサービス提供を確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は優越的な関係を背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより、従業者の就業環境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な措置を講じているか。
・職場におけるハラスメントの内容及び職場におけるハラスメントを行ってはならない旨の方針を明確化し、従業者に周知・啓発しているか。
・相談に対応する担当者をあらかじめ定めること等により、相談への対応のための窓口をあらかじめ定め、労働者に周知しているか。
	


（令和６年３月３１日までに整備が必要）
	項目
	確認内容
	整備済
	整備予定

	運営基準
第２０５条（第３０条の２準用）
（業務継続計画の策定等）
	· 業務継続計画を策定し、定期的に、必要な研修及び訓練の実施、業務継続計画の見直しを行っている。
（チェックポイント）
・感染症又は非常災害の発生時において、利用者に対する当該サービスの提供を継続的に実施し、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下「業務継続計画」という。）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じているか。
・従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに必要な研修及び訓練を定期的に実施しているか。
・定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行っているか。
	
	　年
月


	運営基準

第２０３条

· （衛生管理等）
	· 感染症の予防及びまん延防止のため、指針を整備しており、対策を検討する委員会の開催、研修及び訓練を定期的に実施している。
（チェックポイント）
・事業者は、指定福祉用具貸与事業において感染症が発生し、又はまん延しないように次に定める措置を講じているか。
1 当該事業所における感染症の発生の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。）をおおむね六月に1回以上開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底を図っているか。
2 当該事業所における感染症の発生の予防及びまん延の防止のための指針を整備しているか。
3 当該事業所において、福祉用具専門相談員に対し、感染症の発生の予防及びまん延の防止のための研修及び訓練を定期的に実施しているか。
	
	　年
月


	運営基準
第２００条、
第２０５条

（第３７条の２準用）
（運営規定、虐待の防止）
	· 事業所において虐待の防止のための指針を整備し、対策を検討する委員会の開催、虐待の防止のための研修を定期的に実施している。また、その担当者を置いている。
（チェックポイント）
・虐待の発生又はその再発を防止するため、次の各号に掲げる措置を講じているか。
1 当該事業所における虐待の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置その他の情報通信機器（以下「テレビ電話装置等」という。）を活用して行うことができるものとする。）を定期的に開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底を図っているか。
2 当該事業所における虐待防止のための指針を整備しているか。
3 従業者に対し、虐待防止のための研修を定期的に実施しているか。
4 前3号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置いているか。
・事業の運営についての重要事項に関する規定（「運営規定」）において、「虐待の防止のための措置に関する事項」について定めているか。
	
	　年
月



